
まちの話題

今月の表紙　交通安全推進町民大会　～めざせ！　安全で安心な津別町～

温故知新

野菜作りを楽しむ

達美　片桐 ミズヱ さん

特集　私たちが担当です　４月から職員の配置が変わりました

ストップ・ザ・交通事故 交通安全推進町民大会が開催される

惜しまれながら67年の歴史に幕　活汲中学校で閉校式
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私たちが担当です私たちが担当です
４月から職員の配置が変わりました。お気軽に声をかけてください。

◎教育委員会（議事堂１階）教育長 林 伸行 生涯学習課長 伊藤 同
※総務・学校教育　（主査）森井・仁部 （主任技手）松木（繁）（主事）田古

※学校給食 生涯学習課主幹 佐藤 美則 〔（栄養士）吉川〕

◎中央公民館　生涯学習課主幹 藤原 勝美
※社会教育 （主査）石川（勝）・石川（波）

（主任）谷口・尾路・安宅 （主事）上原 ［図書室司書 臨時職員 金山・大東］

※児童館 〔教育相談・生涯学習アドバイザー　幾島〕

〔児童館専任指導員　百瀬〕

庁 舎 以 外 の 課 ・ 担 当

◎議会・監査事務局（議事堂２階）議会・監査事務局長　川口 昌志
※議会・監査（主査）小泉（政） ［臨時職員　安瀬（貴）］

◎総務課付（主査）梶原 （主任技手）山本(篤)・平上・島田・荒川

◎町営バス車庫（主任技手）秋山・川口（徹）［臨時運転手　村形］

◎除雪センター（主任技手）辻・小泉（樹）・伊藤（敏）［臨時運転手　窪田］

◎多目的活動センター『さんさん館』 住民企画課参事 江草 智行
［臨時職員　鴇田・本間］

◎津別消防署　署長 江草 英利
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地域担当連絡員制度の担当職員変更のお知らせ私たちが

担当します

布川・相生中央・相生2下美都・上美都・上里

深 田 知 明
産業振興課長

平成26年４月１日の人事異動に伴い、地域

担当連絡員（職員）の配置が変更となりました。

自治会単位で地域が抱えている問題、制度など

についてもっと知りたいという要望等がありま

したら、直接担当職員にお電話ください。

地域担当連絡員制度についてのお問い合わせ

は、住民企画課主幹　伊藤泰広　†76－2151

（内線213）までご連絡ください。

新町・旭町１

共和２・共和３ 東達美・達美・西達美
上最上・下最上

横 山　 智
産業振興課参事

緑町２・緑町３

金 野 茂 幸
建設課主幹

達美町・緑町１

房 田 敏 彦
生涯学習課長

柏町・高台町

江 草 智 行
住民企画課参事

旭町２・旭町３

川 口 昌 志
議会事務局長

高台1・高台2・豊永1

藤　原 勝 美
生涯学習課主幹

共和1・恩根1・恩根中央

伊 藤 泰 広

住民企画課主幹

共和４・豊永２ 東岡・活汲１・活汲３
活汲中央・岩富

五十嵐 正美
保健福祉課主幹

幸 町・本 町 西 町・東 町

竹 俣 信 行

総務課長

豊永３・豊永４

佐 藤 美 則
生涯学習課主幹

松 橋 正 樹

建設課長
江 草　英 利
津別消防署長

†76－2401（給食センター)

†76－2189†76－2151 内線245

†76－2151 内線214

†76－2151 内線257 †76－2151 内線316†76－2151 内線213

†76－2151 内線256

†76－2151 内線265 †77－3771（さんさん館） †76－2151 内線203 †76－2151 内線247†76－2151 内線270

†76－2151 内線206

伊 藤 同

小 野 寺 祥 裕
住民企画課長

竹 内 秀 行
建設課主幹

†76－2151 内317

石 川　 篤
保健福祉課長

†76－2151 内線313

齊 藤 昭 一

†76－2713（中央公民館）

会計課長

総務課主幹
†76－2151 内線207

双葉・沼沢・本岐市街・
本岐２・木樋・二又・大昭

�

�

平成26年度 建設工事等の発注見通しに関する公表
津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関す

る法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表します。 問い合わせ先 建設課　†76－2151

《こころの健康相談》
現在、精神科や心療内科等に通院されていない方

を対象に、精神科医による相談を行なっております。

場　所 北見保健所　

日　程 平成26年５月～平成27年３月

毎月第３水曜日（３月のみ第３木曜日）

時　間　午後１時30分～午後３時30分

担当医 北見赤十字病院　精神神経科部長　嶋田医師

※いずれも予約制で、料金は無料です。 問い合わせ及び予約先　北見保健所　†0157－24－4137

こころの健康相談及び児童・思春期相談を実施します

《児童・思春期相談》
お子さまの心の問題、不登校等について専門医が

相談を行なっております。

場　所 北見保健所

日　程 平成26年６月19日、８月21日、10月16日、

12月18日

時　間 午後２時～午後５時

担当医 ゆりの樹クリニック　小児科医　大野医師



３
月
24
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
（
柳
瀬
輝

彦
会
長
）
か
ら
、
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ
黄

色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
（
交
通
事
故
傷
害
保
険

付
き
）
が
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
27
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
・
お
り
づ
る
会
（
林
洋
子
代
表
）
の
み
な
さ
ん

が
教
育
長
室
を
訪
れ
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ

ト
を
寄
贈
。
い
ず
れ
も
町
内
３
小
学
校
の
新
一
年

生
に
配
ら
れ
ま
す
。
運
転
者
の
方
も
、
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

町
か
ら
社
会
福
祉
法
人
・
恵
和
福
祉
会
（
西
澤

寛
俊
理
事
長
）
へ
の
経
営
移
譲
に
伴
い
、
４
月
１

日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
ち
い
の
園
」、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
所
に
あ
た
り
西
澤
理
事
長
が
「
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
当
会
の
理
念

で
あ
る
個
人
の
尊
厳
を
保
持
し
、
地
域
に
密
着
し

た
良
質
で
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

続
い
て
佐

藤

町

長

が

「
実
績
の
あ

る
恵
和
福
祉

会
さ
ん
に
よ

る
、
優
れ
た

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
期
待

し
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を
寄
贈

津
別
消
防
署
の
大
野
功
二
署
長

（
３
月
末
で
定
年
退
職
）
が
消
防
庁
長

官
表
彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章

し
、
３
月
24
日
、
町
長
室
で
表
彰
状

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

49
年
に
津
別
消
防
署
に
入
署
し
て
以

来
、
40
年
間
に
わ
た
り
災
害
出
動
や

救
急
業
務
体
制
確
立
、
消
防
職
員
の

人
材
育
成
等
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

佐
藤
町
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉

に
、
大
野
署
長
は
「
み
な
さ
ん
の
協

力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
受
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

消
防
職
員
と
し
て
40
年

大
野
署
長
に
消
防
庁
長
官
表
彰

恵
和
福
祉
会
に
経
営
移
譲

「
い
ち
い
の
園
」
等
の
開
所
式

３
月
27
日
、
津
別
町
防
犯
協
会
・

中
川
孝
敏
副
会
長
か
ら
教
育
委
員
会

に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
23
個
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

万
が
一
に
備
え
て
犯
罪
被
害
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
で
、
今
年
で
14
年
連
続
の
寄
贈
と

な
り
ま
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
引
く
と
大
音
量
の

ア
ラ
ー
ム
音
で
周
囲
に
異
変
を
知
ら

せ
る
防
犯
ブ
ザ
ー
『
ミ
オ
マ
モ
ル
く

ん
』
は
、
町
内
３
小
学
校
の
新
入
学

児
童
全
員
に
手
渡
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る
　

防
犯
協
会
が
新
入
学
児
童
の
た
め
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

４
月
10
日
、
町
民
会
館
で
平
成
26
年
度
津
別
町

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
（
主
催
　
津
別
町
交
通

安
全
推
進
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
２
２
０
名
の
町
民
が
参
加
し
た
大
会
で
は
、

「
交
通
安
全
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
作

品
に
は
水
戸
部
郡
君
（
津
別
小
学
校
５
年
生
）
の

「
あ
ぶ
な
い
ぞ
　
ス
マ
ホ
を
見
る
な
　
前
を
見
ろ
」、

中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
作
品
に
は
、
眞
鍋
葉
月

さ
ん
（
津
別
中
学
校
２
年
生
）
の
「
そ
の
笑
顔

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
　
守
ろ
う
よ
」
が
選
ば
れ
、
優

秀
賞
と
努
力
賞
あ
わ
せ
て
10
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
（
学
年
は
平
成
26
年
３
月
時
点
）。

ま
た
、
各
団
体
代
表
が
交
通
安
全
に
向
け
て
力

強
く
決
意
表
明
し
、
最
後
に
美
幌
警
察
署
地
域
交

通
課
長
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ストップ・ザ・交通事故

交通安全推進町民大会が開催される

３
月
24
日
、
津
別
中
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
、

こ
の
３
月
で
閉
校
と
な
っ
た
活
汲
中
学
校
の
閉
校

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
昭
和
22
年
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
尽
力
に

よ
り
開
校
し
て
以
来
、
67
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

式
に
は
活
汲
小
学
校
を
含
む
在
校
生
、
卒
業
生
、

父
兄
、
職
員
、
来
賓
な
ど
が
出
席
し
、
母
校
の
歴

史
を
偲
び
ま
し
た
。
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

在
校
生
を
代
表
し
て
大
矢
根
夏
海
さ
ん
が
「
活
汲

中
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
学
舎
を
あ
と
に
し
ま

す
」
と
別
れ
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
最
後
は
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
て
式
を
終
え
ま
し
た
。

惜
し
ま
れ
な
が
ら
67
年
の
歴
史
に
幕

活
汲
中
学
校
で
閉
校
式

３
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
（
山
下

邦
昭
代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら
教
育

委
員
会
に
、
小
学
校
高
学
年
向
け
の

補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
に
よ
る
食
農
教
育
応
援
事

業
の
一
環
で
、
食
や
環
境
等
と
農
業

の
つ
な
が
り
を
勉
強
し
、
子
ど
も
た

ち
に
農
業
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

贈
ら
れ
た
教
材
は
、
町
内
３
小
学

校
で
５
年
生
の
社
会
の
授
業
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

食
農
教
育
応
援
事
業

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
が
補
助
教
材
寄
贈

共
生
型
住
宅
を
併
設
し
た
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
「
夢
ふ

う
せ
ん
　
の
の
か
」（
運
営
事
業
主
・

株
式
会
社
エ
ム
リ
ン
ク
）
が
達
美
に

完
成
し
、
４
月
14
日
、
竣
工
式
と
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
機
能
ホ
ー
ム
は
、
町
の
第
５
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
訪
問
、

通
所
、
短
期
入
所
等
の
24
時
間
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
し
て
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
が
と
も
に
暮
ら
す
共
生
ホ
ー

ム
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
機
能
ホ
ー
ム
＆
共
生
ホ
ー
ム

夢
ふ
う
せ
ん

の
の
か
オ
ー
プ
ン

お
り
づ
る
会
の

み
な
さ
ん

▼

柳
瀬
会
長
（
右
）
と

林
教
育
長

▼



平
成
24
年
か
ら
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ
べ

つ
に
入
居
し
て
い
る
片
桐
ミ
ズ
ヱ
さ

ん
の
趣
味
は
、
敷
地
内
の
畑
を
借
り

て
の
野
菜
作
り
。
春
か
ら
秋
に
か
け

て
様
々
な
種
類
の
野
菜
を
育
て
る
の

が
楽
し
み
だ
そ
う
で
、
収
穫
し
た
も

の
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
方
や
知
人
に
お

す
そ
分
け
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
標
津
町
の
農
家
に
生
ま
れ
た
片

桐
さ
ん
は
、
７
歳
の
時
に
家
族
と
活

汲
に
転
居
し
、
戦
前
か
ら
戦
中
、
戦

後
の
津
別
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、

人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

昭
和
27
年
に
本
岐
で
農
業
を
営
む

片
桐
民
雄
さ
ん
と
結
婚
。
翌
年
に
は

幸
町
に
居
を
構
え
、
一
男
一
女
の
子

宝
に
恵
ま
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
ご
主
人
は
日
本
甜
菜
津

別
原
料
事
務
所
に
勤
務
し
、
片
桐
さ

ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で

い
た
手
芸
の
腕
を
活
か
し
て
自
宅
に

手
芸
と
小
間
物
店
を
開
き
ま
す
。「
近

く
に
商
店
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
食
料
品
も
少
し
置
い
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
子
ど
も
た
ち
に
ま
だ
ま

だ
手
が
か
か
る
こ
と
や
、
姑
が
倒
れ

て
世
話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
手

芸
店
は
６
年
ほ
ど
で
店
じ
ま
い
し
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

30
代
の
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
ろ
か

ら
、
片
桐
さ
ん
は
体
の
不
調
に
悩
ま

さ
れ
ま
す
。
大
病
で
入
院
・
手
術
を

何
度
か
繰
り
返
す
な
ど
、
本
人
に
と

っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
辛
い
時
期

が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
年
齢
を

重
ね
る
ご
と
に
体
調
は
回
復
し
、
ご

主
人
が
定
年
退
職
を
迎
え
て
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
仲
の
良
い
友
人
グ
ル
ー
プ

で
旅
行
に
出
か
け
る
な
ど
、
多
く
の

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

平
成
15
年
に
ご
主
人
を
亡
く
し
て

か
ら
は
一
人
暮
ら
し
と
な
り
ま
し
た

が
、
近
所
の
友
人
と
お
茶
会
な
ど
を

楽
し
み
、
ま
た
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
仲

間
と
は
麻
雀
な
ど
で
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
で
、
今
が
一
番

幸
せ
と
思
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
微
笑
む
片
桐
さ

ん
。
雪
解
け
と
と
も
に
始
ま
る
野
菜

作
り
を
、
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

さ
ん

野
菜
作
り
を
楽
し
む
　

片
桐

ミ
ズ
ヱ

【433】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

町
の
税
金
は
、
北
見
信
用
金
庫
（
役
場

派
出
所
、
本
店
及
び
各
支
店
）
、
網
走
信

用
金
庫
、
津
別
町
農
業
協
同
組
合
、
北
洋

銀
行
、
北
海
道
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ

ば
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ

っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、

金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
少
な
く
、
ま
た
、

納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変

便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
町
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
振

替
口
座
の
変
更
が
な
け
れ
ば
、
毎
年
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 町

税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、

軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
６
月
２
日
で
す
。

問い合わせ先　地域包括支援センター　†７６－２１５８

つ
る
つ
る
の
路
面
に
苦
労
し
た
今

年
の
冬
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
外
出

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
今

回
は
、
病
院
や
買
い
物
に
自
分
で
歩

い
て
通
う
お
年
寄
り
の
声
を
、
と
り

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
安
全
に
歩
く
と
い
う
こ
と
」

気
候
が
良
く
な
り
津
別
の
街
中
で

も
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
た
り
、

杖
を
つ
い
て
歩
い
て
い
る
お
年
寄
り

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
時
に
は
、
歩

道
か
ら
降
り
車
道
沿
い
を
歩
い
て
い

る
た
め
「
危
な
い
な
…
、
歩
道
を
歩

け
ば
い
い
の
に
」
と
、
思
っ
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

危
険
で
あ
る
こ
と
は
、
お
年
寄
り

も
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
車
道
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
情
が
あ
る
の
で
す
。

「
歩
道
の
構
造
」

歩
道
を
注
意
し
て
見
る
と
、
車
道

に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。
歩
道
に
溜
ま
っ
た
水
を

排
水
す
る
た
め
の
傾
斜
な
の
で
す
が
、

こ
の
傾
斜
は
実
に
く
せ
も
の
で
す
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
や
車
椅
子
を
真
っ

直
ぐ
に
押
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、

車
道
の
方
へ
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
し
ま

い
非
常
に
危
険
で
す
。

さ
ら
に
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に
つ
か

ま
ら
な
け
れ
ば
歩
け
な
い
お
年
寄
り

の
場
合
、
何
度
も
向
き
を
修
正
し
な

が
ら
進
む
の
は
大
変
な
労
力
で
す
。

下
手
を
す
る
と
、
１
ｍ
進
む
毎
に
修

正
す
る
こ
と
に
な
り
、
時
間
ば
か
り

か
か
っ
て
、
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ま
た
車
が
出
入
り
す
る
た
め
の
歩

道
の
高
低
差
も
、
杖
を
つ
き
な
が
ら

歩
い
て
い
る
と
や
っ
か
い
で
す
。
足

が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
身
体
の
半
分

に
麻
痺
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
こ

の
差
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
倒
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
と
っ
さ
に
受

身
を
と
る
事
が
難
し
い
た
め
、
骨
折

や
大
き
な
け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

車
道
を
歩
く
事
は
大
変
危
険
な
こ

と
で
す
が
、
ご
本
人
の

．
．
．
．

安
全
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
歩
か
ざ
る
を
得
な
い
時

が
あ
り
ま
す
。「
歩
道
を
歩
け
ば
安
全
」

と
い
う
の
は
「
全
て
の
人
に
共
通
な

こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
認
識
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
車
道
沿
い
に
歩
い
て
い
る

お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、
車
を
運

転
す
る
方
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
し
ま

し
ょ
う
。

お
年
寄
り
も
、
目
立
つ
服
装
や
夜

光
反
射
材
を
携
帯
す
る
な
ど
、
十
分

留
意
し
ま
し
ょ
う
。
お
互
い
に
思
い

や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が
、
安
全
確

保
へ
の
第
一
歩
で
す
。

丸
玉
産
業
（株）
に
勤
め
て
２
年
目
を
迎

え
た
窪
田
美
良
さ
ん
は
、
津
別
町
の
出

身
。
現
在
、
管
理
部
経
理
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
、
主
に
経
理
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

津
別
高
等
学
校
在
学
中
に
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
な
が
ら
簿
記
や
情
報
処
理
、
電
卓
な

ど
10
種
も
の
資
格
を
取
得
し
た
と
い
う

努
力
家
で
、
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
希
望

し
て
い
た
地
元
企
業
へ
の
就
職
が
実
現

し
ま
し
た
。

職
場
で
は
優
し
い
先
輩
た
ち
に
囲
ま

れ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で

す
が
、「
経
理
は
情
報
管
理
が
厳
し
く

間
違
い
が
許
さ
れ
な
い
仕
事
な
の
で
、

責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。
経
験
を

積
ん
で
、
上
司
や
同
僚
か
ら
重
要
な
仕

事
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
な
社
員
に
な
る

こ
と
が
目
標
で
す
」
と
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
友
人
と
食
事
や
買
い
物
に
出

か
け
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
窪
田
さ

ん
。
社
会
人
に
な
っ
て
ま
だ
２
年
目
と

い
う
こ
と
で
、
今
で
も
高
校
時
代
の
仲

間
た
ち
と
共
に
過
ご
す
時
間
が
、
一
番

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
で
す
。

上
司
や
同
僚
に
信
頼
さ
れ
る
社
員
に

窪
田
　
美
良

さ
ん

くぼた　みらさん／平成６年11月生まれ／丸玉産業

株式会社勤務

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

かたぎり　みずえさん／昭和７年３月、中標津町生まれ／
82歳／達美在住



自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
運
輸
支
局
の
登
録
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。
平

成
26
年
度
の
納
期
限
は
６
月
２
日

（
月
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
（
水
）

に
発
送
し
ま
す
が
、
住
所
を
変
更

さ
れ
た
方
や
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
と
い
う
方
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
バ
ー

コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
も
の
）

は
、
従
来
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

か
ら
納
税
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
平
日
や
日
中
、

お
仕
事
な
ど
で
納
税
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
情
が
あ
っ
て
「
納
期

限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
」

ま
た
は
、「
一
度
に
納
め
ら

れ
な
い
」
な
ど
の
ご
相
談

に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
　

税
務
課
納
税
係

†
０
１
５
２-
41-
０
６
１
６

身
体
障
が
い
者
又
は
精
神
障
が

い
者
で
歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
等
（
身
体
障
が
い

者
で
年
齢
18
歳
未
満
の
者
又
は
精

神
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
を
含

み
ま
す
）
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
（
１
台
に
限
り
ま
す
）
や
、

そ
の
構
造
が
身
体
障
が
い
者
等
の

利
用
の
た
め
の
軽
自
動
車
等
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
は
身
体
障
が
い

者
手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
送
付

さ
れ
た
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
税
務
担
当
y
番
窓
口
へ
納

期
限
の
７
日
前
（
今
年
は
５
月
26

日
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
０
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

６
月
２
日
（
月
）
は

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

身
体
障
が
い
者
等
の
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

５
月
は
「
春
の
行
楽
期
の

交
通
安
全
運
動
」
期
間
で
す

住民企画課

住民企画

グループ

先
月
10
日
、
交
通
安
全
推
進
町

民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
町

民
の
参
加
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
、

地
域
か
ら
、
職
場
か
ら
、
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

さ
て
今
月
は
、『
春
の
行
楽
期
の

交
通
安
全
運
動
』
を
、
15
日
か
ら

24
日
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
実
施
す
る
運
動
で
す
。

４
つ
の
重
点
事
項
「
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進
」「
観
光
・
行
楽
に

◎詐欺被害に遭わないために！
【高齢者の犯罪被害防止】

～振り込め詐欺などの被害防止～

電話でお金を要求されたら詐欺！こんな言葉にご用心

○風邪声や泣き声　○警察官を名乗り暗証番号を聞く

○携帯電話番号が変わった　○上司・同僚が取りに行く

○銀行協会の者が取りに行く

○キャッシュカードを預かる　など

【被害防止対応策】

～効果抜群！「留守番電話作戦」～

→在宅中でも、留守番電話に設定。犯人は、自分の声

が録音されることを嫌がりますので、自ら電話を切っ

てしまいます。身内の方は、あらかじめ合言葉を決め

ておき、留守番電話対応中に合言葉を吹き込んで確認

が取れたら受話器を取ります。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

道税ホームページ
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/

伴
う
交
通
事
故
防
止
」「
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
」「
飲
酒

運
転
の
根
絶
」
を
か
か
げ
、
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
雪
も
と
け
暖
か
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
お
子
さ
ん
に
自
転
車
の

乗
り
方
を
教
え
る
と
い
う
ご
家
庭

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
練
習
を
始

め
る
前
に
、
家
族
で
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
内
容
は
離
婚
相
談
な
ど
家

庭
内
の
問
題
や
、
借
地
借
家
の
問

題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
幅

広
く
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち
な

ん
で
、
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
２
日
（
月
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

会
　
場
　
林
業
研
修
会
館
図
書
室

津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員

修
田
　
建
惠

鷹
觜
　
と
し
子

布
瀬
　
勝
明

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
４
万
人

近
く
の
方
が
訪
れ
る
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
「
木
」
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
木
材
・
木
製
品
を
は
じ
め

と
す
る
「
木
」
に
関
わ
る
商
品
を

一
堂
に
集
め
て
、
展
示
・
販
売
を

行
い
ま
す
。
津
別
町
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
商
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

日
　
程

５
月
16
日
（
金
）
〜
18
日
（
日
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
　
場
　
サ
ン
ラ
イ
フ
北
見
、
サ

ン
ド
ー
ム
北
見
、
ス
キ
ル
ア
ッ
　

プ
セ
ン
タ
ー
北
見
（
北
見
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先

２
０
１
４
オ
ホ
ー
ツ
ク
「
木
」
の
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
　
　

†
０
１
５
７-

25-

１
３
３
１

お
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の

屋
台
・
模
擬
店
で
ガ
ス
・
電
気
調

理
器
、
炭
焼
き
台
、
発
電
機
等
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、
火
災
予
防

の
た
め
消
火
器
（
住
宅
用
を
除
く
）

を
準
備
し
た
上
で
使
用
す
る
こ
と

が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。「
安
全

で
安
心
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
消
火
器

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
消
火
器
は
あ
ら
か
じ
め

点
検
し
、
腐
食
、

安
全
栓
が
抜
け

て
い
る
も
の
や

古
く
な
っ
た
も
の
は
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

平
成
26
年
度
の
北
海
道
心
身
障

害
者
総
合
相
談
所
の
第
１
回
巡
回

相
談
が
北
見
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
は
札
幌
の
相
談
所
で
し
か

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で

相
談
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
５

月
７
日（
水
）ま
で
に
役
場
の
福
祉
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

程

６
月
17
日(

火)

・
18
日(

水)

会

場

北
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
対
象
者

q
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で

電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を
要
す

る
補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方

w
18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で

療
育
手
帳
の
新
規
又
は
再
判
定
を

希
望
す
る
方

e
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

※
次
回
開
催
予
定

９
月
９
日(

火)

・
10
日(

水)

網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
３
４
）

離乳食教室に参加しませんか

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
を
開
設

第
29
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
「
木
」

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

北
海
道
心
身
障
害
者
総
合
相

談
所
の
第
１
回
巡
回
相
談

お
金
を
多
く
払
う
こ
と
で
、
開

運
や
幸
福
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

根
拠
の
な
い
こ
と
で
不
安
を
あ

お
ら
れ
て
も
、
決
し
て
金
銭
を

支
払
わ
な
い
よ
う
に
。

電
話
勧
誘
で
あ
れ
ば
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
等
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費
者

協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日(

祝
祭
日
を

除
く)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A

「
災
い
が
起
こ
る
」
と
言
わ
れ

30
万
円
振
り
込
ん
だ
・
・
・
!?

雑
誌
を
見
て
９
千
円
の
開
運
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
を
買
っ
た
。
中
に

「
無
料
で
運
勢
を
見
る
」
と
い
う
用

紙
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
記
入
し

て
送
り
返
し
た
。

後
日
、
業
者
か
ら
電
話
が

き
て
質
問
に
答
え
て
い
る
と

「
先
祖
供
養
を
し
た
方
が
良

い
。
身
内
に
災
い
が
か
か
る
」

と
言
わ
れ
、
30
万
円
振
り
込

ん
だ
。
そ
の
後
も
祈
祷
が
必

要
と
言
わ
れ
２
百
万
円
要
求

さ
れ
た
。

「
災
い
が
起
こ
る
の
で
他
人
に
話

し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
高
額
な
請
求
な
の
で
、
ど

う
し
て
い
い
の
か
不
安
だ
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は

消
火
器
の
準
備
を
！

日　時 ５月16日（金）

午前９時30分～12時

場　所 町民会館　和室・調理実習室

持ち物 エプロン、三角巾、手拭タオル、

離乳食ガイドブック、(赤ちゃ

ん用スプーン・おもちゃ等)

申込締切 ５月13日（火）まで

参加費 無料　★当日は託児できます

生後４～７カ月児の保護者を対象に

した離乳食（初期、中期）の教室をご

案内します。教室では、講話（離乳食

のポイント、進め方など）、調理実習

（初期、中期）、試食などを予定してい

ます。気軽にご参加ください。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課　健康医療グループ

†76－2151（内線231）

昨
年
度
よ
り
、
本
岐
・
相
生

地
区
の
消
防
力
維
持
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め

退
職
消
防
職
員
に
よ
る
再
任
用

職
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
２
名
の
交
代
が

あ
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
新
た
な
メ
ン
バ

ー
を
紹
介
し
ま
す
。

再
任
用
職
員
の
交
代
に
つ
い
て細川　薫 大野　功二

（新任）
才川　秀樹
（新任）

消
火
器



町では、みなさんが生活する中で起こ

る心配ごとにお答えするため、よろず相

談委員を設置しています。行政相談委員

などから選ばれた４人のよろず相談委員

が、みなさんの悩みごとの相談を受け付

けます。下記の委員にご相談ください。

相談日 毎月１回（毎月の相談日を、広

報つべつの裏表紙に掲載しています）

よろず相談委員

福井　眞知子（行政相談委員）

久保　利治（調停委員）

鷹觜　とし子（人権擁護委員）

中川　孝敏（民生児童委員）

（任期　平成26年４月１日から

平成29年３月31日まで）

問い合わせ先 住民企画課住民企画グル　

ープ　　†76－2151（内線216）

検針・料金徴収員の担当地区については、４月１日現在の大まかな

区域です。各検針・徴収員は身分証明書を携帯しております。不明な

点がありましたら下記までご連絡ください。

上水道・簡易水道・下水道・農業集落排水の料金にか

かる検針・料金徴収業務を次の会社へ委託しています。

各地域の担当員をお知らせします。

問い合わせ先

建設課水道グループ †76－2151（内線253・254）

委託先　水ｉｎｇ株式会社北海道支店　津別管理事務所

（下水道管理センター内）† 76－2848

委託先 水ｉｎｇ株式会社　北海道支店

後藤　寛治さん 上杉　猛晴さん

内田　憲造さん 佐藤　啓一さん

津別市街地区
及び活汲地区

本岐地区

豊永及び高台の一部、
美都、上里地区

相生、大昭、布川地区

日　時 ８月28日（木） 午後１時30分から午後４時まで

試験地 北見市（試験会場は、出願者に送付する受験票により通知）

受験資格 学校教育法第57条に規定する者（高等学校入学資格）で、

多数人に対して飲食物を調理して提供する施設又は飲食店営業等に　

おいて平成26年５月23日までに２年以上調理の業務に従事した者

願書提出先 北見保健所　受付期間 ５月12日（月）～５月23日（金）

提出書類（１）調理師試験受験願書１部　

（２）調理師試験受験者整理カード１部 （３）入力通知書

受験手数料 北海道収入証紙　6,900円

問い合わせ先

北見保健所健康推進課健康増進係　†0157－24－4173

平川　伸二さん

毎日の心配ごと、悩みごと

よろず相談委員にご相談ください

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

世帯主の所得が高いなど、国民年金保

険料の免除の対象とならない30歳未満

の方には若年者納付猶予制度、学生の

方には学生納付特例制度があります。

▼「未納」のままだと将来の年金に影

響が！

若年者納付猶予、学生納付特例を受け

ずに「未納」にしていると将来の年金受

給に際し、未納期間が保険料納付の資格

期間から除外されてしまいます。

そこで、若年者納付猶予、学生納付特

例を受けるとその期間は、将来受ける年

金の受給資格期間に算入されます。ただ

し、年金額には反映されません。

▼将来のため保険料の追納を

納付猶予、納付特例の期間について、

10年以内に追納すれば年金額に反映さ

れます。忘れずに納めましょう。

▼審査の基準

○若年者納付猶予制度

本人・配偶者・世帯主（本人が世帯主

でない場合）の所得を審査します。

○学生納付特例制度　

本人の所得のみで審査します。

20代の方に納付猶予と特例

※上杉猛晴さ

んは、相生地

区の一部も担

当します。

北海道では、交通事故相談所を設置し、

専門の相談員や弁護士が相談に応じてい

ます（事前予約制）。相談は無料です。

●弁護士相談・巡回相談日程及び時間
下記の日程で行います。相談日の週の月曜日までに、

必ず「予約先」に予約してください。

●予約先 オホーツク総合振興局環境生活課

†0152－41－0783（直通）

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　†76－2151（内線216）

■交通事故にあったが、どうしたらよいのかわからない。 ■示談をどのように行ったらよいか？

■損害賠償の額が適正かどうかを知りたい。■残された遺児への生活（教育）資金の手当ては？　など

◎
詳
し
く
は
、
建
設
課
水
道
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
４
）

町
は
上
水
道
、
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
以
外
の
地
域
（
水
道
未
給
水
地
区
）
で
飲
用

水
と
し
て
井
戸
水
、
沢
水
、
湧
水
な
ど
を
使
用
す
る
世
帯
を
対
象
に
、
水
質
検
査
費
用
、

浄
水
器
購
入
・
設
置
費
用
ま
た
は
井
戸
の
掘
削
等
の
費
用
を
助
成
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

水水
道道
未未
給給
水水
地地
区区
のの
水水
質質
検検
査査
やや

水水
質質
改改
善善
費費
用用
をを
補補
助助
いい
たた
しし
まま
すす

助
成
の
内
容

（
注
１
）
水
質
検
査
項
目
は
、
一
般
水
質
検
査
10
項
目
（
水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
）：

一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
量
、
Ｐ
Ｈ
値
、
味
、

臭
気
、
色
度
、
濁
度
で
す
。
こ
の
項
目
以
上
の
項
目
を
追
加
す
る
場
合
は
実
費
負
担
で
す
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

助
成
の
期
間

補
助
制
度

水
質
検
査

水
質
改
善

水
質
改
善
、

水
量
安
定

確
保

補
助
内
容

補
助
率

水
質
検
査

費
用

浄
水
器
購

入
・
設
置

費
用

井
戸
掘
削

等
工
事
費

用

補
助
金
額

全
額

１
／
２

以
内

１
／
２

以
内

摘
　
　
　
　
要

q
１
水
源
に
つ
き
１
回
で
す
。

w
検
査
項
目
は
一
般
検
査
10
項
目
で
す
（
注
１
）。

※
検
査
機
関
は
北
見
保
健
所
等
で
す
。

q
水
質
検
査
の
結
果
、基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

w
浄
水
器
は
水
質
基
準
の
超
過
項
目
を
除
去
で

き
る
性
能
が
あ
る
も
の
。

e
１
世
帯
に
１
台
。
た
だ
し
、
２
世
帯
で
も
厨

房
が
１
箇
所
の
場
合
は
、
１
世
帯
と
し
ま
す
。

q
水
質
検
査
の
結
果
、
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

w
水
量
が
不
足
し
新
た
な
水
源
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
す
。

e
１
世
帯
に
つ
き
１
基
で
す
。

r
共
同
で
行
う
場
合
も
可
能
で
す
。

９
９
５
０
円

H
26
保
健

所
手
数
料

20
万
円

限
度

１
０
０
万

円
限
度


